
令和４年度 公益財団法人くまもと里海づくり協会 事業報告書 
 

１ 総 括 

公益目的事業である里海づくり事業は、種苗の生産及び配付を行う「里海づくり推進事業」

として、マダイをはじめ５種の魚類と、クルマエビ、アカウニ等４種の介類の生産・配付

を行うと共に、技術開発のための「里海づくり技術開発試験」としてクマモト・オイスター

の種苗生産・中間育成、キジハタの親魚養成、アサリ・タイラギの中間育成、マコガレイ

の種苗生産・中間育成及びヒトエグサ人工採苗網生産試験等に取り組んだ。 

また、里海づくり事業が県民に広く理解を得られるよう「里海づくり事業の啓発普及」を

行った。 

一方、その他の事業としては、海面及び内水面の水産養殖業の発展を目的に、養殖用等の水

産動植物の種苗生産及び配付をする収益事業を行った。（表１ 参照。） 

 

２ 里海づくり事業（公益目的事業：公１） 

（１）里海づくり推進事業 

   事業費（当初）：181,212千円（177,466千円） 

水産動植物の種苗を生産・育成して放流し、その資源を管理する「つくり育て管理す

る漁業」を推進するにあたり、生物多様性に配慮した水産動植物の種苗を生産・育成し

て、市町、漁協、釣り団体等に配付すると共に、その放流効果を検証して、県民に広く

啓発・普及することによって、県民生活に不可欠な水産物の安定供給の確保と海洋環境

の保護を図った。 

 

ア 水産動植物の種苗生産及び配付 
   事業費（当初）：175,452千円（171,401千円） 

当協会は、熊本県内最大の種苗生産機関として、熊本県が策定する「水産動物の

種苗の生産及び放流並びに水産動物の育成に関する基本計画」に基づき、県内放流事

業に必要な種苗を、市町・漁協などで構成する熊本県栽培漁業地域展開協議会や釣り

団体等に配付して、県下全海域の種苗放流事業の促進を図った。 

なお、種苗生産・配付する魚介類は、マダイ、ヒラメ、イサキ、カサゴ、アユの５

種の魚類とクルマエビ、ガザミ、タイワンガザミ、アカウニの４種の介類、合計９種

の魚介類である。（表２‐１、表２‐２ 参照。） 

 

（ア）水産動物種苗生産業務等受託事業 

事業費（当初）：126,271千円（126,002千円） 

熊本県からの水産動物種苗生産業務等の受託事業で、生産・配付する種苗は、 

マダイ、ヒラメ、イサキ、カサゴ、アユの５種の魚類とクルマエビ、ガザミの２ 

種の介類、合計７種の魚介類である。 

 

a マダイ 

全長５０ｍｍ種苗９９８千尾を計画どおり生産・配付した。 

 

b ヒラメ 

全長３０ｍｍ種苗９６千尾、全長５０ｍｍ種苗４９２千尾を計画どおり生 



産・配付した。 

 

c イサキ 

全長４０ｍｍ種苗２５２千尾を計画どおり生産・配付した。 

 

d カサゴ 

全長５０ｍｍ種苗１４９千尾を計画どおり生産・配付した。 

 

e アユ 

体重３．５ｇ種苗６３千尾、体重０．３ｇ種苗１，３５０千尾を計画どお 

り生産・配付した。 

 

f クルマエビ 

全長１４ｍｍ種苗５，２４９千尾を計画どおり生産・配付した。 

 

g ガザミ 

３令期種苗５９０千尾を計画どおり生産・配付した。 

 

（イ）有明海漁業振興技術開発事業（種苗生産等）業務受託事業 
事業費（当初）：18,625千円（19,712千円） 

熊本県からの種苗生産等業務の受託事業で、生産・放流する種苗は、クルマエ

ビ、ガザミの２種の介類である。 

 

a クルマエビ 

放流群毎にＤＮＡ標識を付すため、採卵に用いる親エビを限定し、放流群間 

で混入していない全長１４ｍｍ以上の種苗４,０００千尾の生産計画に対し、全 

長１４ｍｍ以上の種苗４，３７１千尾を放流試験に供した。 

また、放流の早期化を図るため親エビの催熟試験を行う。 

 

b ガザミ 

放流群毎にＤＮＡ標識を付すため、採卵に用いる親ガニを限定し、放流群間で 

混入していない１令期以上の種苗１，４００千尾の生産計画に対し、１令期種 

苗及び３令期種苗１，７４５千尾を生産し放流試験に供した。 

 

(ウ) 協会単独種苗生産等事業  
事業費（当初）：30,556千円（25,688千円） 

市町等から直接当協会に生産・配付要望を受けて取り組む事業で、生産・配付 

する種苗は、マダイ、ヒラメ、イサキ、カサゴ、アユの５種の魚類とクルマエビ、

タイワンガザミ、アカウニの３種の介類、合計８種の魚介類である。 

 

a マダイ 

全長５０ｍｍ種苗２２千尾を計画どおり生産・配付した。 

また、新たに要望のあった全長４０ｍｍ種苗２０千尾、全長５０ｍｍ種苗２

     千尾を生産・配付した。 



 

b ヒラメ 

全長３０ｍｍ種苗１１０千尾、５０ｍｍ種苗２０千尾を計画どおり生産・配 

付した。 

 

c イサキ 

全長４０ｍｍ種苗１６７千尾を計画どおり生産・配付した。 

また、新たに要望のあった全長４０ｍｍ種苗４０千尾を生産・配付した。 

 

d カサゴ 

全長５０ｍｍ種苗７７千尾の生産・配付を計画していたが、生産不調により 

配付できなかった。 

一方、新たに要望のあった全長７０ｍｍ種苗１１千尾、全長３０ｍｍ種苗２

８千尾を生産・配付した。 

 

e アユ 

体重２．５ｇ種苗１０千尾、体重３．５ｇ種苗１１千尾を計画どおり生産・ 

配付した。また、新たに要望のあった体重３．５ｇ種苗３５千尾を生産・配付 

した。 

 

f クルマエビ 

全長１４ｍｍ種苗２，０００千尾を計画どおり生産・配付した。 

また、新たに要望のあった全長１４ｍｍ種苗１，０００千尾を生産・配付し 

た。 

 

g タイワンガザミ 

１令期種苗３００千尾を計画どおり生産・配付した。 

また、新たに要望のあった１令期種苗６０９千尾を生産・配付した。 

 

h アカウニ 

殻径１０ｍｍ種苗３３４千個の生産・配付を予定していたが、生産不調によ 

り１２３千個の生産・配付を行った。 

 

イ 共同放流事業の推進 
事業費（当初）：5,140千円（5,405千円） 

マダイ・ヒラメ・イサキ・カサゴ・クルマエビ・ガザミの共同放流事業を実施す

る熊本県栽培漁業地域展開協議会に対し負担金を支出して参画するとともに、事務

局として共同放流事業の推進を図っている。 

同協議会は、マダイは５０ｍｍ種苗９９８千尾、ヒラメは５０ｍｍ種苗５７５千

尾、イサキは４０ｍｍ種苗２５２千尾、カサゴは５０ｍｍ種苗１０９千尾、ガザミ

は３令期種苗４７０千尾の共同放流を行った。 

また、クルマエビは有明四県が連携する共同放流事業で４０ｍｍ種苗１,４００ 

千尾を放流した。 

 



ウ 種苗放流効果の実証 

事業費（当初）：620千円（659千円） 

放流効果を実証していくため、共同放流事業を実施する熊本県栽培漁業地域展開協 

議会に参画し、県水産研究センターと連携しながら県内主要市場等においてモニタリ 

ング調査等を行い、放流魚の混獲率等を把握すると共に、その効果の啓発普及に取り 

組んでいる。 

令和４年４月から令和５年３月まで県内３市場で調査し、放流魚の識別にはマダイ

及びイサキでは鼻孔連結、ヒラメでは無眼側の体色並びに尾鰭の色素着色の有無を用

いた。 

マダイは、延べ５，８７４尾を調査し放流魚は１３７尾で、放流種苗の鼻孔連結率

で補正した混入率は５．９％であった。 

イサキは、延べ４，００６尾を調査し放流魚は２尾で、放流種苗の鼻孔連結率で補 

正した混入率は０．２％であった。 

ヒラメは、延べ１，２２１尾を調査し放流魚は１８７尾で、混入率は１５．３％ 

であった。 

 

（２）里海づくり技術開発試験 
                                                        事業費（前年度）：36,541千円（34,719千円） 

本県の里海づくりにとって有望な水産動植物の種苗生産技術開発試験等を実施すると共

に、既存の種類についても種苗性向上及び生産コスト低減の観点から技術向上試験を実施し、

効果的な里海づくり事業を促進している。 

 

ア 種苗生産技術開発試験 

（ア）クマモト・オイスター種苗生産技術開発業務受託 

 事業費（前年度）：20,155千円（19,005千円） 

熊本県の受託事業として、熊本ブランドとして期待されているクマモト･オイス 

ターの大量種苗生産技術の開発試験を行っている。 

試験では、平均殻高２ｍｍ以上の稚貝１,０００千個を生産し、さらに、その稚 

貝を用い、平均殻高２０ｍｍ以上の稚貝３００千個を目標とした中間育成を行う計 

画となっているが、平均殻高２ｍｍ以上の稚貝が７０６千個の生産にとどまった 

うえ、中間育成中に大量へい死が発生したため、平均殻高１８ｍｍの稚貝２６千個 

を県に納入した。 

 

（イ）キジハタ親魚養成・採卵試験 
 事業費（前年度）：1,078千円（1,490千円） 

キジハタ種苗生産に用いる良質な卵を得るための親魚養成試験を行っている。 

 

イ 中間育成技術開発試験 
事業費（前年度）：13,878千円（12,788千円） 

熊本県からの有明海漁業振興技術開発事業（種苗生産等）業務受託事業として、漁 

獲量が低迷しているアサリ、タイラギ及びマコガレイの資源回復を図るための種苗生 

産・中間育成技術開発試験を行っている。 

 

 



（ア）アサリ 

       民間業者で生産された平均殻長１ｍｍの種苗１，５００千個を購入し、海上中 

間育成施設（フラプシー）で平均殻長６ｍｍ以上にする中間育成試験を行っている 

が、民間業者の生産が不調のため、８２１千個を購入し、中間育成試験を行い 

平均殻長６ｍｍ以上の稚貝３８８千個を水産研究センターに引き渡し、小型稚貝 

１５７千個を引き続き中間育成試験を行っている。 

 

（イ）タイラギ 

令和３年度から継続飼育している平均殻長９７ｍｍ稚貝２千個を水産研究センタ 

ーへ引き渡した。また、新たに国の機関で生産された平均殻長１８～３５ｍｍの稚貝 

７千個を搬入し、平均殻長４２ｍｍの稚貝３千個を引き続き中間育成試験を行ってい 

る。 

 

（ウ）マコガレイ 

有明海におけるマコガレイ種苗の放流を目指し種苗生産・中間育成試験を実施し、 

平均全長３３ｍｍ～３５ｍｍ種苗６６千尾を試験放流に供した。 

 

ウ 種苗生産技術等安定試験 

（ア）量産技術開発のためのデータ収集 
事業費（前年度）：53千円（62千円） 

里海づくり事業を推進する種苗生産において、種苗性や生産性の向上をめざし技 

術改良のためのデ－タ収集を行っている。 

 

（イ）ヒトエグサ人工採苗網生産試験業務受託 

事業費（前年度）：1,377千円（1,373千円） 

熊本県からの新たな稼げる養殖業推進事業に係わる業務受託事業として、ヒトエ 

グサの人工採苗網の量産化に向けた試験を行い、採苗網６１０枚を生産・配付した。 

 

（３）里海づくり事業の啓発普及 
事業費（前年度）：429千円（496千円） 

熊本県栽培漁業地域展開協議会の共同放流事業と連携し、各漁協等が行うマダイ・ヒ 

ラメ・イサキ・カサゴ・クルマエビ・ガザミの中間育成及び放流の指導・助言を行って 

いる。 

また、沿海市町と全漁業協同組合が参加して実施する本協議会の共同放流事業の意義 

と実績を県民に幅広く周知するため報道機関に対し情報提供（プレスリリース）を行っ 

た。 

この他、施設の見学、教育機関等の研修受入、市町や漁協、地域団体等が主催する体 

験放流に種苗提供等を実施し啓発普及を行った。 

 

 

 

 

 

 



３ その他の事業（収益事業：収１） 

事業費（前年度）：1,379千円（2,153千円） 

海面及び内水面の養殖業等の振興を主な目的に、養殖用等の水産動植物の種苗生産及び配付 

を行った。（表３ 参照。） 

 

（１）養殖用クルマエビ種苗生産及び配付 

養殖用として１０～１２ｍｍ種苗１，５００千尾の計画に対し、需要減少により１，１８ 

０千尾を生産・配付した。 
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（
種

苗
生

産
等

）
業

務
受

託
事

業

量
産

技
術

開
発

の
た

め
の

デ
－

タ
収

集

　
　

 　
（
1
）
養

殖
用

ク
ル

マ
エ

ビ
種

苗
生

産
及

び
配

付共
同

放
流

事
業

に
お

け
る

マ
ダ

イ
、

ヒ
ラ

メ
、

イ
サ

キ
の

効
果

調
査

（
放

流
魚

混
獲

率
調

査
）

ク
マ

モ
ト

・
オ

イ
ス

タ
ー

種
苗

生
産

技
術

開
発

業
務

受
託

　
そ

の
他

の
事

業
（
収

益
事

業
：
収

１
）

事
業

内
容

：
海

面
及

び
内

水
面

の
養

殖
業

等
の

発
展

を
主

な
目

的
に

種
苗

の
生

産
・
配

付
を

行
う
事

業

タ
イ

ラ
ギ

中
間

育
成

技
術

開
発

試
験

受
託

（
同

上
）


